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今
年
は
世
界
化
学
年

　
１
９
１
１
年
に
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
て
か
ら

１
０
０
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
の

化
学
技
術
の
進
歩
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
、
化
学
が
私
た
ち
の
社

会
・
生
活
を
大
き
く
変
え
た
。
国
際

純
正
・
応
用
化
学
連
合

Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ

Ｃ

は
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
功
績
を
称た

た

え
、
今
年
を
世
界
化
学
年
に
制
定
。

世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
、
化
学
を
よ
り
身
近
に
感
じ

る
一
年
と
な
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
会
場
で
は

鈴
木
氏

と
根
岸
氏
が

聴
講
者
と
会
話
を
交
わ

す
姿
が
見
ら
れ
た

化学物質の情報伝達業界を越える
迫
る
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
対
応
国
内
外
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
を
普
及
へ

　
ア
ー
テ
ィ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
協
議
会

Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｐ

は
製
品
含
有
化
学
物
質
情
報
の
伝
達
方
式

を
構
築
。
そ
の
方
式
を
普
及
さ
せ
る
取
り
組
み
が
国

内
外
で
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
欧
州
の
化
学
物
質
規

制
「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
規
則
」
に
よ
る
含
有
物
質
情
報
の

届
け
出
制
度
の
開
始
が
今
年
６
月
に
迫
っ
て
い
る
た

め
だ
。
大
手
企
業
は
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｐ
方
式
を
採
用
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え
た
。

さ
ら
に
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
海
外
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
に
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

企
業
間
を
仲
介
２
万
点
以
上
に
含
有
物
質
情
報
Ｄ
Ｂ

実
験
教
室
な
ど
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
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Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
「
２
０
１

１
年
を
世
界
化
学
年
に
」
と

世
界
に
呼
び
か
け
た
。
日
本

で
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
関
す

る
日
本
代
表
機
関
で
あ
る
日

本
学
術
会
議
化
学
委
員
会
が

化
学
委
員
会
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
分

科
会
と
と
も
に
賛
同
。
共
同

提
案
国
と
し
て
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ

に
働
き
か
け
を
行
っ

た
。

年
に
開
催
さ
れ
た
国

際
連
合
総
会
で

年
を
世
界

化
学
年
に
す
る
こ
と
が
決

定
。
今
年
は
キ
ュ
リ
ー
夫
人

の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
だ

け
で
な
く
、
Ｉ
Ｕ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

設
立
か
ら
も
１
０
０
年
に
あ

た
る
。

　
世
界
化
学
年
日
本
委
員
会

は
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

で
あ
る
野
依
良
治
理
化
学
研

究
所
理
事
長
が
委
員
長
を
務

め
、
わ
が
国
の
化
学
業
界
を

け
ん
引
す
る
有
識
者
が
同
委

員
会
に
所
属
し
て
い
る
。

「

‐

」
を
統

一
テ
ー
マ
に
し
、

化
学
に

対
す
る
社
会
の
理
解
増
進

若
い
世
代
の
化
学
へ
の
興
味

の
喚
起

創
造
的
未
来
へ
の

化
学
者
の
熱
意
の
貢
献
へ
の

支
援

女
性
の
化
学
に
お
け

る
活
躍
の
場
を
支
援
―
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
世
界
各
国
で
化
学

に
関
連
し
た
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
。
事
業
・

イ
ベ
ン
ト
は
米
国
、
英
国
、

イ
ン
ド
、日
本
の
順
で
多
い
。

日
本
で
は
個
人
・
協
会
・
団

体
か
ら
約

の
事
業
・
イ
ベ

ン
ト
が
申
請
さ
れ
て
い
る

が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
多
く
が
中
止
・
延
期
さ
れ

た
。
夏
に
は
計
画
停
電
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

開
催
の
実
施
を
決
定
で
き
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
三
井
化
学
は

年
か
ら
２

年
に
一
度
「
触
媒
科
学
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｓ

」
を
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
世
界
化
学
年
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
公
式
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
３
月
９
、

日
の
両

日
、
千
葉
県
木
更
津
市
の
か

ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
で

「
第
５
回
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
１

１
」
を
開
催
。
「
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
す
る
触
媒
科

学
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

鈴
木
章
北
海
道
大
学
名
誉
教

授
、
根
岸
英
一
米
パ
デ
ュ
ー

大
学
特
別
教
授
ら
国
内
外
か

ら

人
の
研
究
者
を
招
い

た
。
２
日
間
で
聴
講
者
１
６

０
０
人
が
最
新
の
研
究
成
果

に
耳
を
傾
け
、
化
学
と
触
媒

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
世
界
化
学
年

に
賛
同
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
多

く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
５
月

日
に
は
東
京
都
千
代
田
区

の
法
政
大
学
自
然
科
学
セ
ン

タ
ー
で
、
法
政
大
学
自
然
科

学
セ
ン
タ
ー
、
山
崎
友
紀
法

政
大
学
教
授
、
田
中
義
靖
都

立
戸
山
高
校
教
諭
が
「
大
人

の
た
め
の
化
学
実
験
教
室
」

を
開
く
。

歳
以
上
の
大
人

を
対
象
と
し
た
高
校
化
学
の

実
験
体
験
。
先
着

人
で
、

参
加
費
５
０
０
円
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
２
０
１

０
年
末
、
中
国
５
都
市
で
計

８
回
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
対

象
に
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
規
則
対
応

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
セ
ミ

ナ
ー
の
狙
い
は
主
に
二
つ
。

一
つ
は
同
社
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

対
応
方
針
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
の
紹
介

だ
。
同
社
は

年
か
ら
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｐ
方
式
を
採
用
し
、
国
内

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
活
用
が
広

が
っ
て
き
た
。
た
だ
、
中
国

で
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
自
体
の
知
名

度
が
高
く
な
く
、
活
用
す
る

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
ま
だ
少
な

い
と
見
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は

年
、
製
品

に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
情
報

の
調
査
や
記
載
の
標
準
方
式

を
構
築
し
た
。
従
来
、
情
報

を
記
載
す
る
シ
ー
ト
が
完
成

品
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
バ
ラ
バ

ラ
で
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
要

求
す
る
調
査
内
容
も
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
取
引
先
が
多
い
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
ほ
ど
、
調
査
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
負
担
が
大
き
か

っ
た
。
こ
の
課
題
の
解
消
を

狙
い
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
は
標
準
調

査
シ
ー
ト
の
「
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
プ

ラ
ス
」
と
「
Ａ
Ｉ
Ｓ
」
を
作

成
。
こ
の
２
シ
ー
ト
を
活
用

し
た
情
報
収
集
と
伝
達
の
仕

組
み
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
を
採
用
す
る

企
業
同
士
な
ら
、
業
界
・
業

種
を
越
え
て
情
報
伝
達
が
で

き
る
。

　

年
末
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
に
参

加
し
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
、
三
菱
電
機
、
富
士
通
、

日
立
製
作
所
、
東
芝
、
リ
コ

ー
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
電
機
７
社
は

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ

方
式
の
採
用
を
一
斉
に
呼
び

か
け
た
。

年

月
に
は
旭

化
成
、
三
菱
化
学
、
住
友
化

学
、
富
士
フ
イ
ル
ム
、
花
王

の
化
学
５
社
が
販
売
先
に
Ｍ

Ｓ
Ｄ
Ｓ
プ
ラ
ス
で
情
報
提
供

を
求
め
る
よ
う
に
呼
び
か
け

た
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

川
下
側
の
電
機
、
川
上
側
の

化
学
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
の
採

用
で
一
致
。
こ
れ
で
素
材
を

加
工
し
て
樹
脂
製
品
を
製
造

す
る
川
中
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
も
採
用
し
や
す
く
な
っ

た
。

　
ま
た
同
じ

月
に
は
「
Ｊ

Ａ
Ｍ
Ｐ
―
Ｉ
Ｔ
」
へ
の
含
有

物
質
情
報
の
登
録
件
数
が
２

万
点
に
達
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ

―
Ｉ
Ｔ
は
含
有
物
質
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｄ
Ｂ

機

能
を
持
ち
、
企
業
間
の
情
報

の
や
り
と
り
を
仲
介
す
る
。

企
業
は
自
社
製
品
の
含
有
物

質
情
報
の
Ｄ
Ｂ
へ
の
登
録

や
、
Ｄ
Ｂ
か
ら
情
報
を
入
手

で
き
る
。
つ
ま
り
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｐ
―
Ｉ
Ｔ
を
利
用
す
れ
ば
企

業
同
士
が
直
接
、
情
報
を
伝

達
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
に

な
る
。

　
国
内
で
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式

を
活
用
で
き
る
環
境
が
整
っ

た
。
そ
し
て
現
在
、
海
外
へ

の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ほ
か

Ｎ
Ｅ
Ｃ
も
ア
ジ
ア
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
を

紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｐ
は
今
年
の
２
月
と
３

月
、
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の

産
業
界
の
関
係
者
を
日
本
に

招
き
、
講
習
会
を
開
い
た
。

主
に
Ａ
Ｉ
Ｓ
へ
の
記
載
方
法

を
習
得
し
て
も
ら
い
、
自
国

産
業
界
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
方
式
を

普
及
す
る
指
導
者
に
な
っ
て

も
ら
う
。

　
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で
は
健
康
へ

の
影
響
が
疑
わ
れ
る
物
質
を

高
懸
念
物
質

Ｓ
Ｖ
Ｈ
Ｃ

に
指
定
し
て
い
る
。
今
年
６

月
か
ら
、
欧
州
で
販
売
す
る

製
品
に
一
定
量
以
上
の
Ｓ
Ｖ

Ｈ
Ｃ
が
含
有
す
れ
ば
、
そ
の

情
報
を
欧
州
当
局
に
届
け
出

る
制
度
が
始
ま
る
。
完
成
品

メ
ー
カ
ー
は
部
品
１
点
ず
つ

に
つ
い
て
含
有
物
質
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
り
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
か
ら
の
情
報
伝
達
が

欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。


